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Global Trends 2013 ） 。この背景には、
収束の兆しを見せないシリア紛争がある。二年前まで難民送出の上位三〇カ国に入らなかったがシリアが二〇一四年六月末時点 アフガニスタンを抜き、最大の難民送出国となった（
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いう経験―日本における「移民」研究の課題』 （有信堂高文社、二〇一三年）は、これまで場所から人の動を捉えてきたのに対して、人の移動の観点から「場所」を捉えな すことを重視しながら、日本の移民研究が抱えてきた課題を明らかにする。小泉康一『国際強制移動とグローバル・ガバナンス』 （御茶の水書房、二〇一三年）は、強制移動民 なかでも難民に焦点を当て、ＵＮＨＣＲを中心とする多国間枠組み 役割や、西欧諸国や日本の難民政策を分析し、その課題を提示 。中山裕美『難民問題のグローバル・ガバナンス』（東信堂、二〇一四年）
は、国家が






ティティ』 （有信堂高文社、二〇一〇年）は、ヨルダン在住のパレスチナ人を例に、 「故郷」から切り離されて暮らす人びとが、どのようにして故郷を認識し、故郷との紐帯を保とうとし いるのか考察する。小倉充夫、駒井洋編『ブラック・ディアスポラ』 （明石書店、二〇一一年）は、第Ⅰ部でアフリカ大陸からの移動とアフリカ大陸内の移動を扱い第Ⅱ部では、カリブ海地域や北アメリカのブラック知識人や運動家、またブラック音楽を取りあげる。奴隷貿易、植民地支配に遡る歴史的変遷と、送り出し地域と定住地を含む広範な地域性から、ブラック・ディアスポラの有する時間的、地理的な重層性が明らかになる。クラウス・ブリンクボイマー『出口のない夢―アフリカ難民のオデュッセイア』 （渡辺一男訳、新曜社、二〇一〇年）はアフリカの貧困や戦争から脱 ためにヨーロッパを目指す難民の様態











をダウンロードできる（二〇一四年版は二〇一五年六月に公開予定） 。難民の統計を取得する は、ＵＮＨＣＲ人口統計データベ ス
http://
popstats.unhcr.org/ ） を利用されたい。
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